
 

 

 

 

 

 

 

■校長挨拶 
地域の皆様、保護者の皆様には、「南ひやま学」をはじめ、日頃から本校の教育活動の推進に、ご理解とご支援

をいただいておりますことを、心からお礼申し上げます。 

さて、４月８日（月）午前に着任式・始業式を行い、午後からは第 77 回入学式を挙行し、新たに 47 名の生徒

を迎え、新年度をスタートさせることとなりました。式には、厚沢部町長佐藤正秀様、ＰＴＡ会長葛山直樹様を

はじめ、多くのご来賓、保護者の皆様のご臨席を賜り、誠にありがとうございました。 

現在、本校は各年次が２クラスとなりました。２クラスあることで各教科の教員が複数名配置され、習熟度別

学習や多様な進路に応じた科目を設定することができています。各年次が１クラスになると、このような充実し

たカリキュラムの設定は教員の定数上難しくなります。生徒の皆さんには、本校のこのような特徴を最大限に活

用し、充実した高校生活を送り、社会に貢献できる人材になってくれることを期待しています。 

最後になりますが、地域の皆様、保護者の皆様には、今後とも本校の教育活動へのご理解とご支援をいただき

ますようお願いいたします。                              （木村 嘉延） 

 

■入学式  
４月８日（火）の午後、第 77 回北海道江差高等学校入学式を挙行いたしました。多くのご来賓や保護者の皆

様にご臨席いただく中、47 名の新入生が校長より入学を許可されました。新入生代表として、１年Ａ組の加藤

愛梨さんが、これからの高校生活にかける意気込みを堂々と述べ、会場に清々しい緊張感が広がりました。ま

た、在校生代表として２年Ａ組の生徒が校歌を披露し、あたたかな歓迎の気持ちを伝えました。真新しい制服

に身を包んだ新入生たちは、やや緊張した面持ちの中にも高校生活への希望をにじませながら、新たな一歩を

踏み出しました。 

■対面式  
４月９日（水）に対面式が行われ、１年次生と２・３年次生が初めて顔を合わせました。先輩方が校歌を披露

した後、生徒会執行部が１年間の学校行事や教職員を紹介しました。部活動紹介は吹奏楽同好会の演奏に始まり、

各部活動の生徒が動画や実演などで普段の活動の様子を披露し、会場を盛り上げました。１年次生は、学校行事

や部活動などこれから始まる高校生活について語る先輩方の話に、興味深く耳を傾けていました。最後には、江

差高校で代々引き継がれてきた校訓額が学校長より各クラスの代表者に授与されました。 
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入学式の様子 新入生代表宣誓の様子 校訓授与式の様子 
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■宿泊研修 
４月２３日（水）から２５日（金）、「ふるる函館」にて１年次生の宿泊研修を実施しました。１日目は NCV 函

館での企業見学やマナー教室、体育館でのアイスブレイク、校歌練習などを行いました。 

２日目の「地域学入門講座」では、北海道教育大学函館校の齋藤征人教授による「高校生が町のためにできる

こと」をテーマにした講義を受講し、地域と自分たちの関わりについて考える貴重な時間となりました。晴天に

も恵まれ、昼食に屋外でのバーベキューを行った後、函館山に登りました。夜には校歌発表会を実施し、A 組、

B 組ともに素晴らしい歌声を披露していました。 

最終日は大学訪問（公立はこだて未来大学）を実施し、学生の方との交流や質疑応答を通して、進路について

考える良い機会となりました。この研修で学んだことや経験を今後の学校生活に生かしてくれることを願ってい

ます。 

 

 

■着任者挨拶 ①江差町の印象 ②江差高校でやりたいこと ③生徒・保護者の皆様へ 

 

 

木村 嘉延 校長 

①歴史ある港町。 

②学校力の更なる向上。 

③校訓の「学業集中」をどんな時も 

忘れないでほしいです。 

谷田 尚幸 事務長 

①おしゃれな街並み。 

②安心・安全な学校づくり。 

③不明な点がございましたら 

気軽にお声掛けください。 

長瀬 利勝 教諭（地歴公民） 

①歴史情緒あふれる海の街。 

②楽しく興味深く考えられる授業。 

③江差や道南の面白いところを 

たくさん教えてください！ 

小髙 郁哉 教諭（地歴公民） 

①港町で、景色がきれいだなと感じました。 

②生徒と一緒に何かに挑戦したいです。 

③これからよろしくお願いします。 

佐久間 康司 教諭（数学） 

①歴史のある景色のきれいな町だと感じています。 

②生徒の成長を支えることです。 

③これからよろしくお願いします。 

千歳 龍次 教諭（理科） 

①北海道の礎の記憶が残る美しい街。 

②一人一人が生き生きと過ごせる力になりたいです。 

③疑問を持って学んでほしいと思います。 

山田 一太 教諭（保健体育） 

①ほぼ地元のような所なので安心感があります。 

②部活動の活性化！ 

③皆さんの可能性を伸ばしていきたいと思います。 

企業訪問（NCV 函館）の様子 函館山頂上での記念撮影 公立はこだて未来大学訪問の様子 


